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元
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九
月
十
七
日
か
ら
金

光
寺
の
護
持
に
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
た
責
任
役
員
、
総
代
の
任
期
が

令
和
五
年
九
月
十
六
日
で
終
了
し

ま
し
た
。

九
月
十
六
日
の
責
任
役
員
、
総

代
会
で
新
し
い
責
任
役
員
と
総
代

が
選
任
さ
れ
新
体
制
に
て
金
光
寺

の
護
持
、
運
営
が
始
ま
り
ま
し
た
。

退
任
さ
れ
る
役
員
、
新
任
若
し

く
は
留
任
さ
れ
る
役
員
の
皆
さ
ん

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇

責
任
役
員

藤
木

敏
さ
ん
（
門
徒
代
表
）

松
井
久
美
さ
ん
（
寺
族
代
表
）

藤
木
敏
さ
ん
に
は
責
任
役
員
と

し
て
二
期
八
年
間
、
金
光
寺
の
護

持
・
運
営
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
。

特
に
、
金
光
寺
の
法
要
に
は
必

ず
お
顔
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
率

先
し
て
お
聴
聞
の
先
頭
に
立
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。◇

総

代

第
一
総
代
区

渡
邊

強
さ
ん

（
二
期

八
年
間
）

第
二
総
代
区

奥
村

通
さ
ん

（
一
期

四
年
間
）

第
三
総
代
区

渡
邊
義
文
さ
ん

（
二
期

八
年
間
）

第
五
総
代
区

飯
干
光
正
さ
ん

（
一
期

四
年
間
）

第
六
総
代
区

菊
地
一
夫
さ
ん

（
二
期

八
年
間
）

第
七
総
代
区

藤
本
榮
一
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ん

（
二
期

九
年
間
）

第
八
総
代
区

藤
田
忠
義
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ん

（
三
期

十
二
年
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）

退
任
さ
れ
る
総
代
の
皆
さ
ん
に

は
金
光
寺
の
護
持
・
運
営
に
ご
協

力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

◇
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（
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）
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井
一
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ん
（
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代
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井

慧
さ
ん
（
寺
族
代
表
）

◇

総

代

第
一
総
代
区

辰
見
孝
夫
さ
ん

（
新
任
）

第
二
総
代
区

黒
木
政
人
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ん

（
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任
）

第
三
総
代
区

橋
本

榮
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ん

（
二
回
目
）

第
四
総
代
区

真
柴

陽
さ
ん

（
留
任
）

第
五
総
代
区

那
須
辰
美
さ
ん

（
新
任
）

第
六
総
代
区

西
山
達
也
さ
ん

（
新
任
）

第
七
総
代
区

木
村
修
生
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ん

（
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任
）

第
八
総
代
区

梶
原
伸
夫
さ
ん

（
二
回
目
）

◇

筆
頭
総
代

橋
本
榮
さ
ん

◇

会
計
監
事

那
須
辰
美
さ
ん
（
総
代
代
表
）

（
新
任
）

岡
田
昭
治
さ
ん
（
門
徒
代
表
）

（
留
任
）
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3

《
原

文
》

仰
せ
に
い
は
く
、
毎
日
毎
日
に
、
御
文
の
御
金
言
を
聴
聞
さ
せ
ら

お
お

ま
い
に
ち

ま
い
に
ち

お

ふ
み

ご

き
ん
げ
ん

ち
ょ
う
も
ん

れ
候
ふ
こ
と
は
、
宝
を
御
賜
り
候
ふ
こ
と
に
候
ふ
と
云
々
。

そ
う
ろ

た
か
ら

お
ん
た
ま
わ

そ
う
ろ

そ
う
ろ

う
ん
ぬ
ん

（
『
蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞
書
』

二
百
八
十
八
）

れ
ん
に
ょ
し
ょ
う
に
ん

ご

い
ち
だ
い

き

き
き
が
き

《
現
代
語
訳
》

毎
日
御
文
章
の
尊
い
お
言
葉
を
聴
聞
さ
せ
て
く
だ
さ
る
こ
と
は
、

ま
い
に
ち

ご

ぶ
ん
し
ょ
う

と
う
と

こ
と

ば

ち
ょ
う
も
ん

そ
の
つ
ど
宝
を
お
与
え
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

た
か
ら

あ
た

２０２３（令和５）年 恩講、秋参り（家庭報恩講）日程のお知らせ

本年の恩講・秋参り（家庭報恩講）の日程についてお知らせします。
例年どおりで記載していますが、決定ではありませんので相談をお願いします。
遠方（熊本市・益城町・御船町・宇城市、延岡市・日向市、宮崎市と高千穂町）と中

入・大平、渡瀬、山都町の秋参り（家庭報恩講）の日程はハガキでお知らせします。
なお、葬儀が入りましたら秋参り（家庭報恩講）の日程は変更します。

□ 恩 講 □ 秋参り（家庭報恩講）
１０月２６日 波帰、古賀西 １０月１６日 協和・長崎、小切畑
１１月 １日 深谷・折立・矢惣園 １７日 芋の八重、祇園町

９日 広瀬 １９日 丁子、中村、中園
１２日 小川、大石の内 ２０日 笠部、東光寺、寺村
１５日 古賀東 ２３日 東光寺、寺村、中園
１７日 本屋敷 １１月 ９日 原目
１８日 水流・木合屋 １２日 三ケ所、下川
１９日 長峰
２０日 揚
２１日 荻原
２２日 スクナ原・原尾野
２３日 倉本
２４日 道の上

１２月 ４日 荒谷
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本年の恩講・秋参り（家庭報恩講）の日程についてお知らせします。
例年どおりで記載していますが、決定ではありませんので相談をお願いします。
遠方（熊本市・益城町・御船町・宇城市、延岡市・日向市、宮崎市と高千穂町）と中

入・大平、渡瀬、山都町の秋参り（家庭報恩講）の日程はハガキでお知らせします。
なお、葬儀が入りましたら秋参り（家庭報恩講）の日程は変更します。

□ 恩 講 □ 秋参り（家庭報恩講）
１０月２６日 波帰、古賀西 １０月１６日 協和・長崎、小切畑
１１月 １日 深谷・折立・矢惣園 １７日 芋の八重、祇園町

９日 広瀬 １９日 丁子、中村、中園
１２日 小川、大石の内 ２０日 笠部、東光寺、寺村
１５日 古賀東 ２３日 東光寺、寺村、中園
１７日 本屋敷 １１月 ９日 原目
１８日 水流・木合屋 １２日 三ケ所、下川
１９日 長峰
２０日 揚
２１日 荻原
２２日 スクナ原・原尾野
２３日 倉本
２４日 道の上

１２月 ４日 荒谷


